
こんにちは！浜中町地域おこし協力隊です。
どんどん春めいてくる今日この頃。

協力隊員も心機一転、2026 年度の活動の準備を着々と進めています！

地域おこし協力隊の日々の活動や、私たちから見た町の魅力、感じたことをお届けします！

2025年度の活動の振り返り
先月号に引き続き、各協力隊員の 2025年度に行った活動の振り返りをお届けいたします。
2025年度に取り組んだことや、来年度に生かしたいことなど、この振り返りを踏まえて、
隊員それぞれ春からの取り組みの準備を進めています。

観光振興PR支援員　眞弓剛
協力隊2年目に向けて

◆2025年度の活動
・町民の方との交流
　町内行事や町内イベントへの参加を通して町民の方との
　交流を積極的に行いました。
・体験型観光資源の掘り起こし
　昆布干し体験等を通して、浜中町の一次産業を身を
　もって学ぶことで、体験型観光資源の掘り起こしに取り
　組みました。
・霧多布岬キャンプ場の利用者アンケートを実施
　利用者の方々の声を集め、キャンプ場の課題と
　今後も維持すべき点を整理しました。
・町外視察
　地元の福島県会津地方で、どのような受け入れ体制を
　整えているのか、などの情報収集や、それを踏まえた
　浜中町の観光の改善策の洗い出しを行いました。
・ポッドキャスト「声で見つける浜中町　はまなか情報局」を開設
　音声で浜中町の魅力を届ける取り組みも行いました。

◆2026年度の活動の抱負
昨年度は地域の皆さんとの交流を大事にした一年でした。
さらに自分が出来ること、昨年度の経験を活かして
観光 PRを加速させていきたいと思っています！
「浜中町に行く理由」を明確化し、実用的な観光情報の
整備、関係者連携の強化を通じて、来訪と再訪につながる
観光PRを進めていきたいと考えています！

▲一次産業の体験を通した
観光資源の発掘に取り組んだ

▲町内行事に参加し町民の方と
積極的に交流

▲町の情報を届けるポッドキャストを配信

浜中町地域おこし協力隊通信 ������



地域おこし協力隊に関するお問い合わせは 浜中町役場 企画財政課 ふるさと創生係 (0153-67-8880) まで

タウンプロモーション推進員　曽根原麻由
浜中町の魅力を町内外の皆さんへ

◆2025年度の活動
2025 年度は、主に 4つの取り組みを中心に活動
しました。
・都市部での移住フェアへの参加
・移住検討者の対応
・空き家バンクの活用促進
・移住定住ポータルサイト制作支援

移住検討者の対応では、浜中町の魅力を言葉で伝える
だけでなく、昆布干しや酪農体験を通して具体的な生活
イメージを持っていただくことで、浜中町での暮らしを
より身近に感じていただき、今後の移住促進に繋げたい
と思っています。
また、実際に町を訪れていただくことで、自然や地域の人との関わりを体感していただける機
会づくりにも取り組んでいます｡空き家バンクにおいては、町民の皆さまのご協力により着実に
掲載物件数が増え、成約実績も増えてまいりました。物件の管理状態を気にされる方もいらっ
しゃいますが、まずは空き家バンクで情報発信することで状況を一歩進めることができますの
で、バンクへの掲載をご検討いただけますと幸いです。

移住交流コーディネーター　竹田享平
2025年度を振り返って

◆2025年度の活動
2025 年度は浜中町の魅力を多くの人に知っていただく
ためのプロモーション活動を行いました。浜中町って
いいね！と思ってもらうとともに、移住者の暮らしを
想像してもらえるような発信を行ってきました。
・町内地域資源の調査や取材
・協力隊SNS（Instagram, Facebook）での情報発信
・ふるさと納税イベント等の町外プロモーション活動
取材では酪農や漁業など、浜中町の産業に携わるたくさんの
方々にご支援いただきました。また、協力隊通信（広報紙）
の作成や、浜中町総合文化センターのロビーでの写真展示
などを行い、町民の方への発信も行いました。

◆2026年度の活動の抱負
より浜中町の魅力を幅広い方に知っていただくための活動をしていきたいと思います。引き続
き SNSで浜中町の魅力発信をしていくとともに、イベントなどを通じてより直接的にプロモー
ションをしていく機会をつくっていく予定です。

▲町の暮らしや産業を積極的に取材し
SNSで発信

▲移住検討者との相談会

▲文化センターで月替わりの写真を展示

▲制作を支援した移住定住ポータルサイト

2026年度もよろしくお願いいたします！


